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Daily nighttime environment of the hawker centre

Lighting Detectives Maxwell Light-up

Maxwell Food Centre, Singapore 

2022.07.08-09           Sherri Goh

Changing the l ighting ambience of Maxwell 

Hawker Centre, part of the UNESCO-protected 

hawker culture.

SINGAPORE: 

As part of the closing of Venice Architecture 

Biennale Homecoming Exhibition that was 

held at the Urban Redevelopment Authority 

(URA) from April to July, we fought to do 

something at Maxwell Food Centre due to its 

prominent reputation, close proximity to the 

exhibition and to celebrate hawker culture (in 

line with the theme of the exhibition).

I t was our f i rst t ime working with the 

National Environmental Agency (NEA) as 

they run the local hawker centres here.	

Supported by Louis Poulsen, we managed to 

have a successful exercise that had many 

members of the public take part.

We had a ambit ious p lan that was to 

transform the space by implement ing 

ambient, coloured linear light, along with 

spotlights to emphasise the tables. However, 

that was phased out as we coordinated with 

officials to find that it would require formal 

licensing and permits to enact the entire idea 

into place. To obtain sufficient funding also 

meant that we would need to create 

something that would last around 6 months 

with many safety protocols covered.

Hawker centers are far and many in 

Singapore. We put out a survey to the 

members of the public to take. We see that 

more than 58% of respondents actually dine 

at hawker centres multiple times a week. It is 

part of the regular routine of the average 

Singapore resident.

Scaling down the plans, we realised that it 

was more befitting the culture of "cheap", 

"fast" and "good food" that the hawkers are 

well known for. We needed to implement 

something that did not make the place look 

too fancy with too many tricks.

We were worried that people might be 

intimidated and might shy away. We wanted 

to elevate the dining experience whilst 

keeping that approachable nature of the 

centre. The atmosphere should not convey 

the ambience of a fine-dining restaurant 

where there is a preconceived notion of 

higher cost, but a low-key method to allow 

people to comfortably eat and appreciate 

their meals whilst winding down after a long 

day; perhaps gathering with fr iends to 

Original site photo

Original rendering intention

Testing different colour temperature of lamps

Having 2 colour of light on one table
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Food looks yummy with table lamp

Prof Lai Chee Kien  being interviewedMembers of the public giving feedback

socialise after a hard day's work.

A survey of the site was done and we 

found that the existing lighting levels was 

not as high as we throught. 

Ambient light was mostly contributed by 

signage and stall lighting, which made it 

impossible to modify or turn off due to 

concern on the impact of business for the 

stallowners. However, we discovered that 

the co lour rend i t ion of the ex i s i t ing 

environment was very low. Providing a 

fixture that with higher CRI made a big 

difference in the mood and the visuals of 

food.

We decided that a table lamp with warm 

co lour temperature and h igh co lour 

rendering was sufficient to make a change 

in ambience, with white tablecloth to 

increase the brightness on table surface in 

contrast to the proprietary dark green.

The event itself spanned 2 days, Friday 8th 

July - Saturday 9th July. It was held for 3 

hours at the food center. Due to material 

constraints, we selected the row of tables 

facing the main road to have perceived 

darkness from the night sky and create a 

different visual of the hawker environment 

for people passing by.

Some people were hesitant to use the tables 

with our setup as it was intimidating to be 

the first few in a seemingly exclusive event. 

However once we were there to explain the 

setup and that it was free for public to use, 

people started to warm up and were soon 

excitedly occupying the tables and taking 

many pictures of their experience. We 

conducted interviews and a survey for 

feedback and the general census of the 

event. There were mostly positive feedback, 

with select individuals that were very 

passionate about extending this study to 

other hawker centres for more members of 

the publ ic to have the opportunity to 

experience the setup.

We a lso had the pr iv i l ege of hav ing 

Professor Lai Chee Kien from NUS School 

of Architecture bring his exhibit down from 

the Venice Biennale Homecoming Exhibition 

to showcase at Maxwell as a educating 

marker on Singapore hawker culture for the 

public to peruse.   	                   (Sherri Goh)

Couple using the set up for dinner　©Alex Tang

People enjoying the set up.© Alex Tang

Changing the atmosphere with a table lamp and table cloth  ©Alex Tang

Table lamp that does not detract from lighting of stallowners

©Alex Tang
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第 69 回少人数街歩き
古くからの港町・水辺のあかり in 東京・横浜・名古屋・大阪

2022.June & July

石崎志保＋發田隆治＋近藤晶子＋鈴木ゆか＋田錦睿＋東悟子

いまだ大人数での街歩きが行えない中、今回は 5 つのエリア

に分かれて、少人数での街歩きを行いました。各エリア 3 名

から 10 数名と参加人数がバラバラでしたが、久しぶりの街

歩きを各々満喫したようでした。

　2022 年も半分が過ぎてしまった中で今年初

開催となってしまった街歩き。まだ大人数での

街歩きができない状況での開催となりました。

今回のテーマは『古くからの港町・水辺のあかり』

東京、横浜、名古屋、大阪と大都市の水辺のエ

リアに焦点をあてて街歩きを行いました。

■東京　隅田川　陸編

　隅田川陸班は両国駅をスタートし、川沿いの

「隅田川テラス」を徒歩で調査しました。

目玉はやはりライトアップされた橋ですが、メ

ンバーからは概ね高評価。

カラフルなライトアップよりも電球色で彩られ

た蔵前橋が「温かみがある」「鉄骨への光の当て

方が良い」「光が映った水面が綺麗」と一番人気。

　一方でサステナブル社会に向かっているこの

ご時世、橋のライトアップ自体が必要だろうか？

という問いもありました。

　「ヒューリック両国リバーセンター」も高評価。

ピロティのデッキに青・白系統の照明が埋め込

まれ、船底のようにカーブした天井に光が映る

様子が美しかったです。

　整備に力を入れている隅田川テラスですが、

護岸の統一感のなさは犯罪者となってしまいま

した。ライティングや植栽の手入れが行き届い

ている場所もあれば、鬱蒼として照明器具が割

れている場所もあり、壁のデザインも区間によっ

てバラバラです。統一感の醸成は管理者が複数

存在すると難しい…と改めて感じます。とはい

え、調査した平日でも散歩やランニングをする

人々で賑わっていて、地域に愛される人気スポッ

トであることが伺えました。　　　　（石崎志保）

■東京　隅田川　川編

　川から水辺のあかりを調査ということで日本

橋にて船に乗り込みスタート。川沿いの夜景や

隅田川にかかる橋のライトアップを調査。20 本

程度の橋の下を通りますが、多くの橋がライト

アップされています。

　その中で団員の評価が高かった橋のひとつは

「蔵前橋」。高欄照明の水色と橋脚の電球色の光

が合わさって歴史と上品さが感じられます。視

点が変わると見えてくるものも違い、橋の構造

体が光で浮かび上がっているのを遠景～中景、

そして間近で仰ぎながらそれぞれの景色を楽し

むことができました。

　川沿いの夜景では、明るすぎる場所や暗すぎ

ると思われる場所などがあり、明るさなどを全

体としてコントロールできればもっと美しい夜

景になると思います。とはいえ船の上から見る

夜景は美しく感じられるものが多く、それは、

水面に映る光、そして船がつくる水しぶきの音

や夏の夜風など五感で感じる部分もあったよう

に思いました。

　終点のミズマチ（小梅橋船着場）に近づくに

つれ東京スカイツリーが大きく見えてきます。

日本からだけでなく、中国からもサロンに参加頂きました

ヒューリック両国リバーセンター

参加した団員は船の上で東京が江戸から受け継

がれてきた街であることを再確認し、その歴史

が込められているこのライトアップはより美し

く感じられました。　                  ( 發田隆治）

■横浜

　開港の歴史が残る美しい建造物と都会的なス

ポットが融合する横浜海沿いの街並みを散策し

ました。みなとみらいを代表する歴史的建造物

の一つ『横浜赤レンガ倉庫』は、全体的にオレ

ンジ色にライトアップされ、建物以外には照明

がほとんどなく、そのためかより幻想的な雰囲

気に包まれて、暖かみのある光の間から見える

近代的なライトアップが横浜らしさを感じさせ

ます。その他、象の鼻パーク近くのエリアにも

趣のある建物が多く、外観を活かしたクラシカ

ルな明かりが異国情緒を際立たせていました。

　横浜ワールドポーターズと桜木町駅を結ぶ

ロープウェイの『ヨコハマ エアキャビン』は、

新しい視点からの夜景を体感できる新名所と

なっています。キャビンからは、みなとみらい

のアイコンであるコスモクロックを見ることが

でき、夜景が上から降りそそぐように感じられ

ます。都会的なビルからあふれ出る光がとても

美しく、夜おすすめのアトラクションです。

　開発が進みながらも、歴史的な建物を美しく

残している街並みがとても印象的だったみなと

みらい。せっかくのライトアップが残念な結果

隅田川 _ 鬱蒼とした隅田川テラス

日本橋船着場より乗船

ミズマチから眺めるスカイツリー

陸班からも川班からも高評価の隅田川 _ 蔵前橋
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天王崎橋から護岸のライトアップ地区をみる 納屋橋は自動車で通り抜けてもライトアップの『にぎわい』
を感じられる

オレンジ色にライトアップされた赤レンガ倉庫　

電球色で彩られたレストランの横の紫色の照明は、対岸の
同色のライン照明同様、雰囲気を壊す違和感あるものに

ゴミを照らすことになってしまった青い光

になってしまっている建物やエリアもありまし

たが、この先も港町独特の空気感や古き良きは

残しつつ、新しく進化していってほしいと思い

ました。　　　　　　　　　　　　（近藤晶子）

　　　　　　　　　

■名古屋　堀川沿い

　名古屋堀川沿いは令和元年に社会実験を行い、

令和 4 年度にライトアップの整備を進めている

地区です。今まで照らされることのなかった護

岸が琥珀色の照明で照らされており、その光が

水面に反射し明るさ感を創出していました。　

　少し移動すると、突然青い照明が水面を照ら

している箇所に遭遇。かつて倉庫への水路があ

り、その奥行感を出すために青色を使ったとの

事。実際には水面のゴミを照らす光になってお

り犯罪者だと思いました。

　納屋橋は緑色でライトアップされていました。

柳の美しい時期は良いという意見と、この色は

違和感があるとの相対する意見が出ました。 

　旧加藤商会は白色でライトアップ。柳・ガス

灯風照明がザ・納屋橋を表していたように思い

ます。橋の両サイドで統一感を出すため、照明

へ配慮しているレストランもたっていました。

車でこの橋を通過してもいい雰囲気が感じられ

る場所になっています。

　その後錦橋へ。店舗が少なくなり暗いのです

が琥珀色照明がマッチしていました。

　次回の街あるきではゴール地点で店を決め、

探偵後の懇親会をしたいと思いました。今回も

楽しい街歩きとなりました。　　　（鈴木ゆか）

■大阪　

　今回、関西班は、大阪中之島周辺の水辺のあ

かりを調査してきました。中之島は淀川の支流

である堂島川と土佐堀川に挟まれた中洲のよう

な地域なのですが、中之島からは堂島川を跨い

で対岸に繋ぐ情緒的な橋が架かっている様子が、

古典的な景観を成しています。

　そんな情緒的な橋の一つである水晶橋は、橋

の上のレトロな照明器具も情緒豊かで、橋梁と

うまく融合していて素敵な雰囲気です。すぐに

団員からは英雄に指名されました。また、難波

橋もレトロな照明が素敵なのですが、お団子を

三つ重ねたような照明器具は、ここにはマッチ

していますが、決して京都には似合うものでは

なく、大阪と京都の街並みに適した照明のスタ

イルには違いがあることがよくわかるような気

がします。街あかりは街並みにマッチしたもの

であることが大切なのだなあ、ということを再

認識した思いでもあります。

　堂島川を挟んだ対岸に見えるレストランは色

温度の低い光にしっとりと照らされていてとて

も素敵なのですが、視界内に唐突に、紫色の光

で照らされた木が飛び込んできてしまいます。

まるで、白いブラウスを着た大切なデートでの

食事中に炸醤麺の汁が飛んでしまったみたいな

悲しさが漂ってるようでした。

　レトロな感じのファサードが素敵な中央公会

堂は、ライトアップされてしまうとビックリ仰

天です。せっかくの美しいファサードの上半分

だけが緑色に照らされ、建物が 2 つに分断され

たように見えてしまいます。まるで、せっかく

のおいしい白湯ラーメンに、私の嫌いなパクチー

をのせられたような気分になりました。（田錦睿）

新しい横浜の観光名物となったエアキャビン

種類の違う灯具がつくポール灯色で分断されたファサード
その異質さは、白湯ラーメンにのったパクチーのようだ

難波橋の上のお団子を重ねたような照明器具は、
ここの街並みだから素敵に見えているのだろうか

　

各班『水』をテーマに街歩きしてもらいましたが、

水辺のあかりは水の持つ反射やゆらぎのような

ポテンシャルを最大限に活かしているところと、

色を使うことにより、おどろおどろしくなり、

雰囲気を台無しにしまっているところと、様々

見られました。

　水辺の開発は今後もますます行われていくこ

とが予想されますので、引き続き観察していき

たいと思いました。　　　　　　　　　（東悟子）
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第 68 回サロン＠ ZOOM
少人数街歩きレビュー

2022.07.29　　東悟子

前回から半年ぶりの開催となったオンラインサロン。6 月～

7 月に水辺をテーマにして行った街歩きのレビューでした。

26 名のメンバーで、それぞれの街歩き

　水辺のあかりをテーマに 6 か所（隅田川陸編、

隅田川川編、横浜、名古屋堀川、大阪中之島 )

で行った街歩きレビューをオンラインで開催し

ました。どのチームからも久しぶりの街歩きで、

楽しかった！と感想が聞けてみんなで対面で

会って同じ物を見て、感想を言い合うのは大切

だなと再認識しました。

　日本はどこに行っても海や河川や湖と、水と

は縁が深い国ですが、親水性が高いかと聞かれ

ると疑問符がつくかと思います。町を近代化す

るにあたり、川に蓋をしたり、護岸整備をして、

水に近づけなくなったり、建物が川に背をむけ

て建てられたり、身近だった水辺が今では遠い

存在になってしまっているところが少なくあり

ません。

　そんな中、水辺を整備しくつろげる空間にし

ようという動きも多くみられます。今回街歩き

を行なった隅田川テラス、横浜みなとみらい地

区、名古屋堀川沿い、大阪中之島エリアは、そ

れを代表するエリアだと言えるのではないで

しょうか。水辺の開発は 1 つのプライベートセ

クターが行っているわけではなく、いくつもの

行政、利権保有者、開発事業者が絡んでくるので、

統一した水辺の景色を作るのは難しいように思

います。とくに夜の景観となると、ガイドライ

ンが作られていることはまれで、独自で照明計

画をして器具を設置していくというのが通例。

街歩きレビューのコメントも、統一感がない、

周りの雰囲気とあっていない、護岸からみると

いいが、橋の上からみるとまぶしい、またその

逆も然り、といったエリア全体のマスタープラ

ンがないことによる弊害がほとんどのような印

象を持ちました。

　ただその中でも、歩いていて心地よい場所は

各エリアで多数報告されており、今後の更なる

開発に期待する声が多く聞かれました。

　今回のオンラインサロンは、街歩きエリアが

多かったため、発表する内容も多くなり、前回

同様、各チームからの発表のみで時間いっぱい

となってしまったのが残念でした。もう少し参

加者が活発にコミュニケーションできる場にす

る工夫が必要だと感じています。街歩きのレ

ビューだけでなく違うオンラインの企画も検討

中ですので、今後の活動も是非ご期待ください。

皆様のご参加をお待ちしております。　（東悟子）

各班、趣向を凝らしたレポートを作成

オンライン開催のサロン　水辺のあかりをテーマに街歩きを振り返りました
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